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は
じ
め
に

　

二
〇
一
一
（
平
成
一
三
）
年
四
月
に
「
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、公
文
書
管
理
法
）
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

国
立
大
学
法
人
の
機
関
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

）
1
（

に
お
け
る
、
歴
史
的
に
重
要
な
公
文
書
（
以
下
、
歴
史
公
文
書
）
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
を
廃

棄
す
る
こ
と
な
く
確
実
に
保
存
し
、
し
か
も
国
民
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
、
制
度
的
な
枠
組
み
が
明
確
に
な
っ
た
。
特
に
主
要
な

国
立
大
学
の
多
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
「
国
立
公
文
書
館
等
」
の
指
定
を
受
け
、
機
関
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
整
備
を
進

め
て
い
る

）
2
（

。

　

こ
れ
に
対
し
、
公
立
大
学
法
人
の
機
関
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
持
っ
て
い
る
公
立
大
学
じ

た
い
が
少
な
い

）
3
（

。
た
だ
、
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
に
名
古
屋
市
立
大
学
に
大
学
史
資
料
館
が
設
置
さ
れ
、
し
か
も
筆
者
が
名
古
屋
市

の
公
文
書
館
で
あ
る
名
古
屋
市
市
政
資
料
館
の
公
文
書
等
専
門
委
員
を
務
め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
公
立
大
学
法
人
が
歴
史
公
文
書
を

保
存
す
る
に
あ
た
っ
て
の
制
度
的
な
問
題
点
を
考
え
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
、
名
古
屋
市
や
名
古
屋
市
立
大
学
を
主
な
事
例
と
し
て
若

干
の
考
察
を
行
い
た
い
。

　

な
お
、
機
関
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
、
親
機
関
の
歴
史
公
文
書
に
加
え
て
、
制
度
的
に
は
公
文
書
に
は
含
ま
れ
な
い
も
の
の
、
親
機
関
が

作
成
し
た
刊
行
物
・
印
刷
物
資
料
も
そ
の
重
要
な
一
角
で
あ
る
と
い
う
の
が
筆
者
の
持
論
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
割
愛
す
る

）
4
（

。

　

ま
た
、
筆
者
は
名
古
屋
市
立
大
学
内
部
で
の
検
討
に
つ
い
て
は
知
る
立
場
に
全
く
な
く
、
本
稿
は
あ
く
ま
で
も
外
部
者
に
よ
る
議
論

で
あ
る
こ
と
明
記
し
て
お
く
。
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一　

名
古
屋
市
の
行
政
文
書
管
理
と
歴
史
公
文
書

　

名
古
屋
市
で
は
、
国
の
公
文
書
管
理
法
に
相
当
す
る
条
例
は
な
い
が
、「
名
古
屋
市
情
報
あ
ん
し
ん
条
例
」（
以
下
、
情
報
あ
ん
し
ん

条
例
）
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
こ
の
条
例
は
、
行
政
文
書
を
適
正
に
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
る
の
み
で
、
国
の
公
文

書
管
理
法
の
内
容
に
相
当
す
る
事
項
は
、
同
条
例
施
行
規
程
及
び
同
条
例
施
行
細
則
で
定
め
て
い
る
。

　

保
存
期
間
が
満
了
し
た
、
歴
史
的
に
重
要
な
行
政
文
書
（
以
下
、
歴
史
公
文
書
、
た
だ
し
名
古
屋
市
で
は
こ
の
用
語
は
使
わ
れ
て
い

な
い
）
の
処
遇
に
つ
い
て
定
め
る
の
は
、
情
報
あ
ん
し
ん
条
例
施
行
規
程
第
四
五
条
で
あ
る
（
本
稿
【
資
料
1
】）。
こ
れ
に
よ
る
と
、

名
古
屋
市
の
公
文
書
館
で
あ
る
名
古
屋
市
市
政
資
料
館
は
、
廃
棄
が
決
定
し
た
行
政
文
書
の
目
録
を
確
認
し
、
そ
の
中
か
ら
歴
史
公
文

書
と
認
め
ら
れ
る
も
の
の
移
管
を
希
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
条
文
を
素
直
に
読
め
ば
、
事
務
組
織
は
そ
の
市
政
資
料
館
の

移
管
希
望
を
拒
否
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る

）
5
（

。

　

市
政
資
料
館
に
移
管
さ
れ
た
歴
史
公
文
書
は
、
名
古
屋
市
が
作
成
・
取
得
し
て
か
ら
三
〇
年
が
経
過
す
る
ま
で
は
、
目
録
を
含
め
て

公
開
さ
れ
な
い
。
こ
の
三
〇
年
が
経
過
す
る
ま
で
の
期
間
を
、
市
政
資
料
館
で
は
「
閉
鎖
期
間
」
と
呼
ん
で
い
る

）
6
（

。
た
だ
こ
の
閉
鎖
期

間
は
、
行
政
文
書
を
市
民
が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
な
い
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
改
善
の
必
要
が
あ
ろ
う

）
7
（

。
ま
た
、
市
政

資
料
館
に
お
け
る
歴
史
公
文
書
の
公
開
に
つ
い
て
も
、
公
文
書
管
理
法
の
よ
う
に
市
民
の
請
求
権
の
範
疇
に
入
っ
て
お
ら
ず
、
煎
じ
詰

め
れ
ば
任
意
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
位
置
づ
け
に
な
っ
て
い
る
。
名
古
屋
市
で
も
、
歴
史
公
文
書
が
市
民
の
知
的
財
産
で
あ
る
こ
と
を
明

確
に
し
、
そ
の
公
開
を
義
務
化
し
た
形
で
の
公
文
書
管
理
条
例
の
制
定
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

）
8
（

。
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二　

名
古
屋
市
立
大
学
の
行
政
文
書

　

情
報
あ
ん
し
ん
条
例
は
、
そ
の
第
二
条
（
本
稿
【
資
料
2
】）
に
お
い
て
「
行
政
文
書
」
を
定
義
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、「
当
該
実

施
機
関
の
職
員
が
組
織
的
に
用
い
る
も
の
と
し
て
、
当
該
実
施
機
関
が
管
理
し
て
い
る
も
の
を
い
う
。」
と
あ
る
。

　

た
だ
、
名
古
屋
市
立
大
学
（
以
下
、
名
市
大
）
は
、
二
〇
〇
六
年
四
月
に
地
方
独
立
行
政
法
人
で
あ
る
公
立
大
学
法
人
と
な
っ
た
。

名
市
大
の
公
文
書
は
、こ
の
「
行
政
文
書
」
に
含
ま
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
し
か
し
、情
報
あ
ん
し
ん
条
例
第
二
条
に
は
「
実

施
機
関
」
の
定
義
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
地
方
独
立
行
政
法
人
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
名
市
大
の
公
文
書
は
、
情
報
あ

ん
し
ん
条
例
の
い
う
「
行
政
文
書
」
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

）
9
（

。

　

そ
れ
で
は
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
名
市
大
の
行
政
文
書
の
う
ち
歴
史
的
に
重
要
な
も
の
は
、
保
存
期
間
が
満
了
し
た
ら
市
政
資

料
館
に
移
管
さ
れ
る
の
か
と
い
え
ば
、
ど
う
も
そ
う
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
情
報
あ
ん
し
ん
条
例
施
行
細
則
第
八
条
（
本
稿
【
資
料

3
】）
で
は
、
市
の
実
施
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
設
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
「
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
定
め
」
は
、
同
施
行
細
則
第

九
条
か
ら
二
五
条
ま
で
に
規
定
す
る
要
件
を
満
た
す
べ
き
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
の
第
二
四
条
に
は
、
歴
史
公

文
書
を
市
政
資
料
館
に
移
管
す
る
た
め
の
手
続
き
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
地
方
独
立
行
政
法
人
に
つ
い
て
は
、
第
二
四
条

を
満
た
す
べ
き
要
件
か
ら
除
外
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
地
方
独
立
行
政
法
人
で
あ
る
名
市
大
は
、「
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
定
め
」

に
、
歴
史
公
文
書
を
市
政
資
料
館
へ
移
管
す
る
手
続
き
に
つ
い
て
定
め
る
必
要
が
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

実
際
、
名
市
大
の
「
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
定
め
」
に
相
当
す
る
、「
公
立
大
学
法
人
名
古
屋
市
立
大
学
情
報
あ
ん
し
ん
条
例

施
行
規
程
」
に
は
、
市
政
資
料
館
へ
の
移
管
の
こ
と
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
保
存
期
間
が
満
了
し
た
名
市
大
の
行
政
文
書
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は
、
条
文
だ
け
を
見
る
と
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
廃
棄
し
て
も
よ
い
、
で
は
な
く
、
廃
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
の

で
あ
っ
て
、
こ
の
廃
棄
義
務
は
、
歴
史
公
文
書
が
失
わ
れ
る
要
因
に
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
名
市
大
の
歴
史
公
文
書
は
、
名
古
屋
市
市
政
資
料
館
へ
の
移
管
が
想
定
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る

）
10
（

。

三　

名
古
屋
市
立
大
学
の
歴
史
公
文
書
を
残
す
に
は

　

そ
れ
で
は
、
名
市
大
の
歴
史
公
文
書
を
確
実
に
後
世
に
残
す
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
な
お
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、

筆
者
は
名
市
大
内
の
検
討
に
つ
い
て
知
る
立
場
に
全
く
な
く
、
以
下
の
検
討
は
あ
く
ま
で
も
堀
田
の
私
見
で
あ
っ
て
、
名
市
大
当
局
の

意
向
は
一
切
入
っ
て
い
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
お
く
。

（
一
）「
常
用
文
書
」
と
し
て
の
保
存

　

ま
ず
、
一
つ
目
の
方
法
と
し
て
、
歴
史
公
文
書
を
「
常
用
文
書
」
と
し
て
、
事
務
組
織
が
無
期
限
に
保
存
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

常
用
文
書
と
は
、
事
務
組
織
で
常
時
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
、
あ
る
い
は
完
結
す
る
ま
で
相
当
長
期
間
を
要
す
る
も
の
を
指
す
。

こ
の
場
合
、
有
期
限
の
保
存
期
間
は
定
め
ら
れ
な
い
の
で
、
無
期
限
に
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
方
法
は
、
現
行
制
度
を
変
え

ず
に
実
施
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
実
際
、
名
市
大
の
公
文
書
管
理
に
関
す
る
規
則
で
あ
る
「
公
立
大
学
法
人
名
古
屋
市
立
大
学

情
報
あ
ん
し
ん
条
例
施
行
規
程
」
に
は
、
常
用
文
書
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
、
問
題
点
も
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、
歴
史
資
料
に
と
っ
て
不
適
切
な
環
境
の
中
で
保
存
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
名
市
大
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に
限
ら
な
い
が
、
事
務
組
織
の
公
文
書
の
書
庫
に
エ
ア
コ
ン
等
を
入
れ
て
温
湿
度
管
理
す
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

だ
か
ら
と
言
っ
て
、
全
て
の
書
庫
に
そ
の
よ
う
な
設
備
を
整
え
る
な
ど
と
い
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん
現
実
的
で
は
な
い
。

　

実
は
こ
れ
に
つ
い
て
解
決
策
が
あ
り
、「
常
用
文
書
」
と
し
た
歴
史
公
文
書
を
、「
中
間
書
庫
」
で
保
存
・
管
理
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
中

間
書
庫
」
と
は
、
保
存
期
間
は
満
了
し
て
い
な
い
が
、
実
際
の
業
務
に
は
ほ
ぼ
使
わ
な
い
公
文
書
（
半
現
用
文
書
）
の
う
ち
、
歴
史
公

文
書
に
該
当
す
る
も
の
を
一
か
所
に
集
め
て
集
中
的
に
管
理
す
る
書
庫
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
中
間
書
庫
の
み
の
環
境
を
整
え
れ
ば

よ
い
。
ま
た
、
大
学
史
資
料
館
の
書
庫
を
中
間
書
庫
と
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
神
奈
川
県
は
、
県
庁
と
公
文
書
館
が
地
理

的
に
か
な
り
離
れ
て
い
る
が
、
中
間
書
庫
（
神
奈
川
県
で
は
「
中
間
保
管
庫
」
と
呼
ぶ
）
は
公
文
書
館
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

問
題
点
の
第
二
は
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
歴
史
公
文
書
と
し
て
「
常
用
」
に
す
べ
き
と
判
断
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
の
基
準
を
大
学
史
資
料
館
も
参
画
し
て
作
成
し
、
事
務
組
織
が
判
断
に
迷
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

大
学
史
資
料
館
が
助
言
す
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
る
必
要
が
あ
る
。
大
学
史
資
料
館
が
す
べ
て
の
公
文
書
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
が
現
実

的
で
は
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
同
館
が
監
督
役
に
な
る
よ
う
な
形
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

問
題
点
の
第
三
は
、
常
用
文
書
は
保
存
期
間
が
満
了
し
て
い
な
い
た
め
、
制
度
的
に
は
事
務
組
織
に
お
け
る
現
用
文
書
で
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
現
用
文
書
は
名
古
屋
市
情
報
公
開
条
例
が
定
め
る
、
市
民
か
ら
の
情
報
開
示
請
求
の
対
象
に
な
る
。
情
報
開
示
の
際
に
は
、

個
人
に
関
す
る
情
報
を
、
基
本
的
に
す
べ
て
マ
ス
キ
ン
グ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
開
示
請
求
の
さ
れ
方
に
よ
っ
て
は
、
非
常
に
面

倒
な
作
業
と
な
る

）
11
（

。
そ
も
そ
も
何
十
年
が
経
過
し
て
も
黒
塗
り
だ
ら
け
で
し
か
公
開
で
き
な
い
の
で
は
、
歴
史
資
料
の
価
値
が
問
わ
れ

る
し
、
マ
ス
キ
ン
グ
作
業
を
行
う
職
員
の
負
担
が
大
き
く
な
ろ
う
。
そ
の
点
、
名
古
屋
市
市
政
資
料
館
で
公
開
さ
れ
て
い
る
歴
史
公
文

書
は
、
も
ち
ろ
ん
個
人
に
関
す
る
情
報
を
す
べ
て
見
せ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
経
過
年
数
に
よ
っ
て
段
階
的
に
制
限
を
緩
和
し
て
い
く

措
置
が
取
ら
れ
て
い
る

）
12
（

。
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（
二
）
大
学
史
資
料
館
へ
の
移
管

　

二
つ
目
の
方
法
は
、
保
存
期
間
が
満
了
し
た
歴
史
公
文
書
は
、
大
学
史
資
料
館
に
移
管
し
、
同
館
が
歴
史
資
料
と
し
て
管
理
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、（
一
）
の
方
法
に
比
べ
る
と
分
か
り
や
す
い
。

　

た
だ
、
こ
の
方
法
に
は
抜
本
的
な
問
題
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
市
政
資
料
館
以
外
へ
の
歴
史
公
文
書
の
移
管
が
、
制
度
的
に
許
さ
れ

る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
、
市
政
資
料
館
以
外
へ
の
歴
史
公
文
書
の
移
管
を
定
め
た
名
古
屋
市
の
条
例
や
規
則
は
、
管
見

の
限
り
存
在
し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
禁
じ
て
い
る
規
則
も
確
認
で
き
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
情
報
あ
ん
し
ん
条
例
施
行
規
程
で
、

歴
史
公
文
書
の
市
政
資
料
館
へ
の
移
管
を
義
務
づ
け
な
が
ら
、
地
方
独
立
行
政
法
人
か
ら
市
政
資
料
館
へ
の
移
管
は
想
定
し
て
い
な
い

と
い
う
の
は
、
あ
る
意
味
で
名
古
屋
市
の
制
度
の
不
備
で
あ
る
。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
、
市
政
資
料
館
の
歴
史
公
文
書
は
市
民
へ
の

公
開
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。

　

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
国
の
公
文
書
管
理
法
に
相
当
す
る
公
文
書
管
理
条
例
が
な
い
状
態
は
本
来
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
現
状

で
は
歴
史
公
文
書
の
柔
軟
な
取
り
扱
い
が
許
さ
れ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
事
務
組
織
の
現
用
文
書
で
も
な
く
、
市
政
資
料
館
の
歴
史

公
文
書
で
も
な
い
、「
第
三
の
形
態
」
も
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
検
討
の
余
地
は
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
三
）
名
古
屋
市
市
政
資
料
館
へ
の
移
管

　

三
つ
目
の
方
法
は
、
名
古
屋
市
市
政
資
料
館
に
移
管
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
単
純
か
つ
明
快
で
あ
り
、
制
度
的
に
も
許
さ
れ

な
い
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
問
題
点
は
あ
り
、
ま
ず
そ
も
そ
も
市
政
資
料
館
に
書
庫
の
余
裕
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
市
政
資
料
館

も
、
一
年
に
ど
の
く
ら
い
の
移
管
が
あ
る
か
計
算
し
た
う
え
で
書
庫
の
整
備
な
ど
も
考
え
て
い
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
予
定
が
狂
っ
て
し
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ま
う
可
能
性
は
あ
る
。

　

ま
た
、
市
政
資
料
館
に
移
管
す
る
と
、
名
市
大
が
利
用
し
づ
ら
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
し
か
る
べ
き
手
続
き
を
踏

め
ば
、
利
用
は
で
き
る
だ
ろ
う
し
、
貸
し
出
し
な
ど
も
受
け
る
こ
と
は
で
き
る
と
思
わ
れ
る
が
、
名
市
大
で
保
存
す
る
よ
り
は
不
便
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
名
古
屋
大
学
や
岐
阜
大
学
が
、
東
京
の
国
立
公
文
書
館
に
移
管
し
た
場
合
の
不
便
を
考
え
れ
ば
、
そ

れ
く
ら
い
は
受
忍
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
同
じ
市
内
に
移
管
先
の
公
文
書
館
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
他
の
国
公
立
大
学
に
比
べ
て
非

常
に
有
利
な
状
況
な
の
で
あ
る

）
13
（

。

　

大
学
史
資
料
館
が
市
政
資
料
館
の
分
館
の
よ
う
な
形
で
歴
史
公
文
書
を
運
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
か
、
と
い
う
考
え
も
浮
か

ぶ
。
公
文
書
管
理
法
で
は
、
独
立
行
政
法
人
等
も
、
指
定
を
受
け
て
「
国
立
公
文
書
館
等
」
を
設
置
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
実

際
に
指
定
施
設
を
設
置
し
て
い
る
独
立
行
政
法
人
等
は
一
三
機
関
し
か
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
一
三
機
関
の
う
ち
一
二
機
関
が
国
立
大

学
法
人
な
の
で
あ
る
。
名
市
大
の
大
学
史
資
料
館
が
市
政
資
料
館
の
分
館
、
あ
る
い
は
指
定
施
設
に
な
っ
て
も
、
何
ら
お
か
し
く
は
な

い
と
思
わ
れ
る
。

四　

名
古
屋
市
以
外
の
状
況

（
一
）
大
阪
公
立
大
学
（
公
立
大
学
法
人
大
阪
）

　

名
古
屋
市
立
大
学
以
外
で
、
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
設
置
し
て
い
る
公
立
大
学
に
大
阪
公
立
大
学
が
あ
る
。
大
阪
公
立
大
学
は
、
大

阪
府
立
大
学
と
大
阪
市
立
大
学
を
前
身
と
す
る
。
両
大
学
は
二
〇
〇
六
年
度
に
法
人
化
さ
れ
、
公
立
大
学
法
人
大
阪
府
立
大
学
、
公
立
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大
学
法
人
大
阪
市
立
大
学
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
二
〇
一
九
年
度
に
両
大
学
を
運
営
す
る
法
人
が
統
合
さ
れ
、
大
阪
府
と
大
阪
市
が
設

置
す
る
公
立
大
学
法
人
大
阪
が
発
足
し
た
。
さ
ら
に
二
〇
二
二
年
度
か
ら
、
両
大
学
が
統
合
さ
れ
、
公
立
大
学
法
人
大
阪
が
運
営
す
る

大
阪
公
立
大
学
と
な
っ
た
。

　

名
古
屋
市
と
大
阪
市
は
、
歴
史
公
文
書
に
関
わ
る
制
度
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
大
阪
市
が
「
大
阪
市
公
文
書
管
理
条

例
」
と
い
う
形
で
、
明
確
に
公
文
書
管
理
条
例
を
制
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
同
条
例
で
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
（
市
の
機
関
で
の

保
存
期
間
が
満
了
し
た
歴
史
公
文
書
）
の
公
文
書
館
で
の
永
久
保
存
が
義
務
付
け
ら
れ
、そ
の
市
民
へ
の
公
開
も
義
務
化
さ
れ
て
い
る
。

　

「
公
立
大
学
法
人
大
阪
公
文
書
管
理
規
程
」
第
三
四
条
は
、「
主
管
課
長
は
、
保
存
期
間
が
満
了
し
た
保
管
文
書
の
う
ち
歴
史
公
文
書

等
（
条
例
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
歴
史
公
文
書
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
編
集
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
局
等
の
総
務

課
長
又
は
庶
務
課
長
を
経
て
速
や
か
に
大
阪
市
長
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
定
め
て
い
る
。
つ
ま
り
大
阪
公
立
大
学
の

歴
史
公
文
書
は
、
保
存
期
間
満
了
後
は
大
阪
市
公
文
書
館
へ
の
移
管
が
想
定
さ
れ
て
い
る

）
14
（

。
な
お
、
大
阪
市
公
文
書
管
理
条
例
は
、
地

方
独
立
行
政
法
人
等
の
法
人
公
文
書
か
ら
歴
史
公
文
書
を
選
定
す
る
権
限
を
地
方
独
立
行
政
法
人
に
委
ね
て
い
る（
第
一
二
条
）。
従
っ

て
、
公
立
大
学
法
人
大
阪
が
歴
史
公
文
書
を
決
定
し
な
い
限
り
、
公
文
書
館
に
は
移
管
さ
れ
な
い

）
15
（

。

　

そ
の
一
方
で
、
同
規
程
が
定
め
る
文
書
の
分
類
表
（
別
表
第
二
）
を
見
る
と
、「
本
学
の
沿
革
記
録
に
関
す
る
重
要
な
も
の
」
と
い

う
項
目
が
あ
り
、
こ
れ
は
一
〇
年
保
存
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
備
考
欄
に
「
大
学
史
資
料
室
に
お
け
る
資
料
保
管
に
つ
い
て
は
別
途
調
整
」

と
あ
る
。
つ
ま
り
大
阪
公
立
大
学
で
は
、
歴
史
公
文
書
の
処
遇
と
し
て
、
大
阪
市
公
文
書
館
へ
の
移
管
と
半
現
用
文
書
と
し
て
の
保
存

と
い
う
二
つ
の
方
法
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
同
規
程
の
補
則
に
は
、「
合
併
前
の
公
立
大
学
法
人
大
阪
市
立
大
学
公
文
書
管
理
規
則
（
平
成
一
八
年
公
立
大
学
法
人

大
阪
市
立
大
学
規
程
第
五
号
）
に
規
定
す
る
公
立
大
学
法
人
大
阪
市
立
大
学
に
お
け
る
公
文
書
又
は
公
立
大
学
法
人
大
阪
府
立
大
学
文
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書
管
理
規
程
（
平
成
一
七
年
公
立
大
学
法
人
大
阪
府
立
大
学
規
程
第
一
一
三
号
）
に
規
定
す
る
公
立
大
学
法
人
大
阪
府
立
大
学
に
お
け

る
文
書
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。」
と
あ
り
、
大
阪
市
立
大
学
時
代
の
歴
史
公
文
書
の
取
り
扱
い
が
ど
う
な
っ

て
い
る
か
は
確
認
で
き
な
か
っ
た

）
16
（

。

（
二
）
愛
知
県
の
状
況

　

愛
知
県
で
は
、
二
〇
〇
七
年
度
か
ら
愛
知
県
公
立
大
学
法
人
が
設
置
さ
れ
、
同
法
人
が
愛
知
県
立
大
学
、
愛
知
県
立
芸
術
大
学
、
愛

知
県
立
看
護
大
学
を
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
度
に
、
愛
知
県
立
大
学
に
愛
知
県
看
護
大
学
が
統
合
さ
れ
て
現
在
に
至

る
。
た
だ
、
愛
知
県
立
大
学
、
愛
知
県
立
芸
術
大
学
と
も
に
、
管
見
の
限
り
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
愛

知
県
公
立
大
学
法
人
の
行
政
（
法
人
）
文
書
管
理
規
程
は
、
少
な
く
と
も
同
法
人
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
。

　

愛
知
県
は
、
愛
知
県
公
文
書
館
は
あ
る
も
の
の
、
公
文
書
管
理
条
例
は
制
定
さ
れ
て
い
な
い
。
愛
知
県
の
公
文
書
管
理
に
関
す
る
規

則
は
、「
愛
知
県
行
政
文
書
管
理
規
程
」
で
あ
る
。
そ
の
第
二
条
に
よ
る
と
、愛
知
県
公
立
大
学
法
人
（
地
方
独
立
行
政
法
人
）
が
作
成
・

取
得
し
た
公
文
書
は
、
同
規
程
の
「
行
政
文
書
」
に
明
ら
か
に
該
当
す
る
。

　

さ
ら
に
同
規
程
第
六
五
条
に
よ
る
と
、
当
該
行
政
文
書
が
完
結
す
る
と
、
事
務
組
織
（
主
務
課
長
）
が
そ
れ
に
歴
史
的
価
値
が
あ
る

か
ど
う
か
を
「
愛
知
県
公
文
書
館
公
文
書
等
管
理
規
程
」
の
第
五
条
別
表

）
17
（

に
基
づ
い
て
判
断
し
、
当
該
行
政
文
書
の
保
存
期
間
が
満

了
す
る
と
、
公
文
書
館
に
移
管
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
愛
知
県
公
文
書
館
公
文
書
等
管
理
規
程
」
第
五
条
で
は
、

愛
知
県
公
文
書
館
が
、
保
存
期
間
が
満
了
す
る
前
の
完
結
文
書
か
ら
歴
史
的
価
値
が
あ
る
も
の
を
選
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て

い
る
。
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そ
し
て
注
目
す
べ
き
は
、「
愛
知
県
公
文
書
館
公
文
書
等
管
理
規
程
」
第
二
条
に
お
い
て
、
公
文
書
館
が
収
集
す
る
公
文
書
の
中
に
、

明
確
に
地
方
独
立
行
政
法
人
の
作
成
し
た
公
文
書
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
名
古
屋
市
と
異
な
り
、
愛
知
県
の
公
立
大
学

法
人
の
歴
史
公
文
書
は
、
公
文
書
館
に
移
管
す
る
道
が
少
な
く
と
も
制
度
的
に
は
開
か
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
の
よ
う
に
、
公
立
大
学
の
機
関
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
、
と
り
わ
け
歴
史
公
文
書
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
私
立
大
学
と
は
も
ち
ろ

ん
、
国
立
大
学
と
も
異
な
る
事
情
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
た
だ
、
公
文
書
管
理
法
に
準
拠
し
た
公
文
書
管
理
条
例
が
制
定
さ
れ
て

い
る
自
治
体
で
あ
れ
ば
、
制
度
的
に
は
国
立
大
学
に
近
い
運
用
も
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
公
文
書
管
理
条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
な
い
自

治
体
で
も
、
規
程
の
レ
ベ
ル
で
そ
れ
に
準
じ
た
状
況
を
作
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。

　

そ
の
意
味
で
、
本
稿
で
検
討
し
た
三
つ
の
市
や
県
の
う
ち
で
は
、
歴
史
公
文
書
を
市
民
の
知
的
財
産
と
位
置
づ
け
、
そ
の
公
開
を
義

務
化
し
た
公
文
書
管
理
条
例
が
な
く
、
な
お
か
つ
名
古
屋
市
市
政
資
料
館
へ
の
移
管
も
想
定
さ
れ
て
い
な
い
名
古
屋
市
が
、
公
立
大
学

法
人
の
歴
史
公
文
書
に
と
っ
て
は
制
度
的
に
は
最
も
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
自
治
体
の
条
例
や
規
則
を
制
定
・
改
正
す

る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
し
、名
市
大
で
も
現
行
制
度
内
に
お
い
て
い
ろ
い
ろ
と
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
、

あ
く
ま
で
も
そ
の
前
提
と
な
る
制
度
的
現
状
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

名
市
大
で
は
最
近
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
公
文
書
群
が
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
一
〇
〇
箱
余
り
も
見
つ
か
っ
た
。
正
確
に
は
、
名
市

大
が
法
人
化
し
た
際
に
名
古
屋
市
か
ら
移
管
さ
れ
た
も
の
が
「
再
発
見
」
さ
れ
た
の
で
あ
る
。「
名
古
屋
市
立
大
学
お
よ
び
前
身
学
校
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関
係
史
料
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
資
料
群
は
、
名
市
大
ひ
い
て
は
名
古
屋
市
の
機
関
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
や
歴
史
編
さ
ん
に
と
っ
て
、
き
わ
め

て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
で
あ
ろ
う

）
18
（

。

　

た
だ
、
こ
の
資
料
群
が
現
存
す
る
の
は
、
多
分
に
偶
然
の
要
素
も
大
き
い
。
筆
者
は
名
市
大
の
施
策
に
関
与
す
る
立
場
に
な
い
が
、

名
市
大
で
ま
さ
に
現
在
作
成
さ
れ
て
い
る
歴
史
公
文
書
が
、確
実
に
後
世
に
残
る
よ
う
な
措
置
を
取
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

ま
た
本
稿
が
、
公
立
大
学
の
機
関
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
あ
り
方
の
検
討
に
少
し
で
も
資
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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【資料１】 名古屋市情報あんしん条例施行規程 第 45条（全文） 

 

(廃棄) 

第 45条 行政文書の保存期間が満了した場合は、所管課長は、廃棄の決定を行い、廃棄文

書目録を作成するものとする。延長後の保存期間を経過した行政文書についても、同様とす

る。 

2 前項の規定により、廃棄の決定を行った所管課長は、文書管理システムにその旨を登録

するとともに法制課長に報告しなければならない。 

3 法制課長は、第 1項の規定により所管課長が廃棄を決定した行政文書の目録を資料館の

長(規則第 2 条第 11 号に規定する資料館の長をいう。以下同じ。)に送付するものとする。 

4 資料館の長は、第 1項の規定により廃棄の決定が行われた行政文書のうち、資料館(規則

第 2 条第 10 号に規定する資料館をいう。以下同じ。)における歴史的資料として必要であ

ると認めたものの資料館への引渡しを法制課長を通じて、所管課長に申し出ることができ

る。 

5 前項の規定による引渡しの申出があったときは、次の各号に定める手続により処理しな

ければならない。 

(1) 原課保存文書 所管課長が、当該行政文書に資料館引渡文書目録を添えて、資料館へ

引き渡す。 

(2) その他の保存文書 所管課長が、情報システムに保存されている行政文書にあっては

情報システム管理者と、書庫に引継ぎ保存されている行政文書にあっては書庫主管課の長

とそれぞれ協議して、当該行政文書に資料館引渡文書目録を添えて、資料館へ引き渡す。 

6 前 3項の規定により資料館へ引き渡した場合を除き、書庫主管課の長、情報システム管

理者又は所管課長は、第 1 項の規定により廃棄を決定した行政文書をその内容に応じ、溶

解、裁断若しくは焼却又は電子計算機からの消去等復元不可能な方法によって、確実に廃棄

しなければならない。この場合において、書庫主管課の長、情報システム管理者又は所管課

長が行政文書の廃棄を本市以外の者に委託するときは、証明書等により受託業者等が確実

に廃棄したことを確認するものとする。 

7 第 3項から第 5項までの規定により資料館へ引き渡された文書の管理については、資料

館の長が別に定める。 
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【資料２】 名古屋市情報あんしん条例 第２条（抄） 

 

(定義) 

第 2 条 この条例において次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによ

る。 

(1) 実施機関 市長、議長、教育委員会、選挙管理委員会、人事委員会、監査委員、農業

委員会、固定資産評価審査委員会、公営企業管理者、消防長及び市が設立した地方独立行政

法人(地方独立行政法人法(平成 15 年法律第 118 号)第 2 条第 1 項に規定する地方独立行政

法人をいう。)(以下「地方独立行政法人」という。)をいう。 

(2) 職員 実施機関の職員(地方独立行政法人の役員を含む。)をいう。 

(3) 市の保有する情報 職員が職務上作成し、又は取得した情報であって、職員又は実施

機関が保有する全ての情報をいう。 

(4) 行政文書 市の保有する情報のうち、実施機関の職員が職務上作成し、又は取得した

文書、図画(写真及びフィルムを含む。)及び電磁的記録(電子的方式、磁気的方式その他人

の知覚によっては認識することができない方式で作られた記録をいう。)であって、当該実

施機関の職員が組織的に用いるものとして、当該実施機関が管理しているものをいう。 

〔５号以下略〕 

 

 

【資料３】 名古屋市情報あんしん条例施行細則 第８条・第 24条 

 

(行政文書の管理に関する定め) 

第 8条 条例第 6条第 2項に規定する行政文書の管理に関する定めは、次条から第 25条ま

で(実施機関が地方独立行政法人の場合にあっては、第 17条、第 19条及び第 24条を除く。)

に規定する要件を満たすものでなければならない。 

 

(資料館への引渡し) 

第 24条 廃棄を決定した行政文書のうち、資料館の長が歴史的資料として必要があると認

めたものの資料館への引渡しの手続について定めるものとする。 
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注

（
1
）
機
関
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
（
文
書
館
）
を
設
置
し
た
親
機
関
が
活
動
に
際
し
て
残
し
た
記
録
を
評
価
選
別
し
、
歴
史
的
に
重
要
な

も
の
を
保
存
す
る
施
設
、
も
し
く
は
保
存
さ
れ
る
記
録
史
料
群
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
特
定
の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
、
現
に
存
在
す
る
歴
史
的
に
重

要
で
あ
る
記
録
史
料
群
を
保
存
す
る
施
設
、
も
し
く
は
そ
こ
で
保
存
さ
れ
る
記
録
史
料
群
を
「
収
集
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
と
す
れ
ば
、
多
く
の
大
学
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
は
機
関
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
収
集
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
機
能
を
兼
ね
た
施
設
と
言
え
る
。

（
2
）
名
古
屋
大
学
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
堀
田
慎
一
郎
「
国
立
大
学
法
人
に
お
け
る
機
関
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
構
築
と
そ
の
諸
問
題
―
名
古
屋
大
学
の
事
例

を
中
心
に
―
（
前
編
）」（『
名
古
屋
大
学
大
学
文
書
資
料
室
紀
要
』
第
二
四
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）、
同
「
国
立
大
学
法
人
に
お
け
る
機
関
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
の
構
築
と
そ
の
諸
問
題
―
名
古
屋
大
学
の
事
例
を
中
心
に
―
（
後
編
）」（『
名
古
屋
大
学
大
学
文
書
資
料
室
紀
要
』
第
二
五
号
、二
〇
一
七
年
三
月
）

な
ど
を
参
照
。

（
3
）
二
〇
二
二
年
一
一
月
現
在
、
全
国
大
学
史
資
料
協
議
会
に
加
入
し
て
い
る
公
立
大
学
は
、
大
阪
公
立
大
学
と
名
古
屋
市
立
大
学
の
二
大
学
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。

（
4
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
堀
田
慎
一
郎
「
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
「
大
学
資
料
」（
刊
行
物
資
料
）
―
名
古
屋
大
学
に
お
け
る
理
論
と
実
践
―
」（『
名
古
屋

大
学
大
学
文
書
資
料
室
紀
要
』第
一
四
号
、二
〇
〇
六
年
三
月
）、前
掲
堀
田「
国
立
大
学
法
人
に
お
け
る
機
関
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
構
築
と
そ
の
諸
問
題（
前

編
）」、
前
掲
堀
田
「
国
立
大
学
法
人
に
お
け
る
機
関
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
構
築
と
そ
の
諸
問
題
（
後
編
）」
な
ど
を
参
照
。
公
立
大
学
の
刊
行
物
・
印
刷

物
資
料
に
つ
い
て
は
、
富
田
美
加
「
茨
城
県
立
医
療
大
学
に
関
す
る
資
料
の
受
入
れ
及
び
収
集
に
お
け
る
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
構
築
上
の
課
題
」（『
茨

城
県
立
医
療
大
学
紀
要
』
第
一
九
巻
、
二
〇
一
四
年
三
月
）
が
、
こ
れ
を
を
重
視
し
つ
つ
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
構
築
を
論
じ
て
い
る
。

（
5
）
筆
者
が
、
名
古
屋
市
市
政
資
料
館
の
移
管
希
望
を
事
務
組
織
が
拒
否
す
る
こ
と
の
有
無
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
全
く
な
い
こ
と
は
な
い
が
、

拒
否
す
る
に
し
て
も
、
そ
れ
は
廃
棄
せ
ず
に
事
務
組
織
で
引
き
続
き
保
存
す
る
べ
き
も
の
を
誤
っ
て
廃
棄
リ
ス
ト
に
載
せ
て
し
ま
っ
た
と
か
、
そ
う
い

う
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
市
政
資
料
館
が
歴
史
公
文
書
を
評
価
選
別
で
き
る
の
が
、
廃
棄
が
決
定
し
た
行
政
文

書
の
み
で
あ
る
こ
と
は
望
ま
し
い
と
は
言
え
な
い
。
レ
コ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
公
文
書
管
理
法
に
言
う
行
政
（
法
人
）
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
）
に
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基
づ
き
、
現
用
文
書
の
段
階
か
ら
そ
れ
が
歴
史
公
文
書
か
ど
う
か
を
認
識
し
、
そ
の
判
定
に
は
何
ら
か
の
形
で
市
政
資
料
館
が
関
与
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

（
6
）「
名
古
屋
市
市
政
資
料
館
の
公
文
書
等
に
関
す
る
管
理
規
程
」
第
七
条
。

（
7
）「
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
、
利
用
及
び
廃
棄
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
二
〇
一
一
年
四
月
一
日
、
内
閣
総
理
大
臣
決
定
）
が
、
特
定
歴
史
公

文
書
の
受
入
れ
後
、
原
則
と
し
て
一
年
以
内
に
一
般
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の
措
置
を
行
う
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
は
、「
閉
鎖
期
間
」
が
長
く
な
る

こ
と
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
8
）
早
川
和
宏
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
公
文
書
管
理
条
例
制
定
の
状
況
と
特
色
」（
中
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

編
『
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
公
文
書
管
理
制
度
の
形
成
―
現
状
と
課
題
』、
公
職
研
、
二
〇
一
七
年
、
所
収
）
は
、
公
文
書
管
理
法
の
趣
旨
に
の
っ
と
っ

た
公
文
書
管
理
条
例
に
最
低
限
必
要
な
、
規
則
や
規
程
で
は
な
く
条
例
で
定
め
る
べ
き
五
項
目
を
挙
げ
て
い
る
が
、
名
古
屋
市
情
報
あ
ん
し
ん
条
例
に

つ
い
て
は
、
二
項
目
は
十
分
に
満
た
し
て
い
な
い
、
二
項
目
は
不
十
分
、
一
項
目
は
満
た
し
て
な
い
と
評
価
し
て
い
る
。
こ
の
五
項
目
の
う
ち
、「
国

立
公
文
書
館
等
に
相
当
す
る
組
織
を
設
け
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
相
当
す
る
文
書
の
保
存
・
利
用
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
こ
と
」、「
地
方
公
共
団
体

が
保
有
す
る
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
関
係
を
、
情
報
提
供
で
は
な
く
権
利
・
義
務
の
関
係
と
し
て
定
め
る
こ
と
」
の
二
項
目
に
つ
い
て
は
、
歴
史
公
文

書
の
市
政
資
料
館
へ
の
引
き
渡
し
が
条
例
で
は
な
く
施
行
細
則
で
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
名
古
屋
市
市
政
資
料
館
条
例
が
歴
史
公
文
書
の
利
用
・
手

続
・
制
限
事
由
の
い
ず
れ
も
規
則
に
委
任
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
9
）
名
市
大
の
文
書
管
理
規
則
で
あ
る
「
公
立
大
学
法
人
名
古
屋
市
立
大
学
情
報
あ
ん
し
ん
条
例
施
行
規
程
」
で
は
、
行
政
文
書
で
は
な
く
「
法
人
文
書
」

と
呼
称
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
便
宜
上
「
行
政
文
書
」
と
す
る
。

（
10
）
市
政
資
料
館
の
担
当
者
に
そ
の
あ
た
り
の
こ
と
を
質
問
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
や
は
り
名
市
大
の
歴
史
公
文
書
は
視
野
に
入
っ
て
い
な
い
よ
う
な
回
答

で
あ
っ
た
。

（
11
）
た
だ
し
、
そ
の
職
務
の
遂
行
に
係
る
情
報
に
お
け
る
公
務
員
等
の
職
名
や
氏
名
に
つ
い
て
は
、
マ
ス
キ
ン
グ
の
必
要
は
な
い
（
名
古
屋
市
情
報
公
開

条
例
第
七
条
一
号
ア
）。

（
12
）「
名
古
屋
市
市
政
資
料
館
公
文
書
等
利
用
要
綱
」（
同
館
の
年
報
に
所
収
）。
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（
13
）
た
だ
、
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
市
政
資
料
館
に
は
三
〇
年
の
「
閉
鎖
期
間
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
撤
廃
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
当
面
の
措

置
と
し
て
、
作
成
後
三
〇
年
が
経
過
し
た
ら
市
政
資
料
館
に
移
管
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

（
14
）
大
阪
市
公
文
書
管
理
条
例
で
は
、
条
文
上
、
歴
史
公
文
書
は
市
の
機
関
か
ら
「
市
長
」
に
引
き
渡
さ
れ
、
し
か
る
の
ち
に
公
文
書
館
で
保
存
す
る
と

い
う
手
順
に
な
っ
て
い
る
。

（
15
）
大
阪
市
公
文
書
館
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
で
は
、
条
例
上
は
公
立
大
学
法
人
大
阪
か
ら
公
文
書
館
へ
の
歴
史
公
文
書
の
移
管
は
可
能
だ
が
、
今
の

と
こ
ろ
同
法
人
か
ら
の
移
管
希
望
の
申
入
れ
が
あ
っ
た
こ
と
は
な
く
、
そ
の
手
続
き
も
決
め
ら
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
16
）
な
お
、
本
節
の
記
述
は
、
大
阪
公
立
大
学
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で
あ
る
大
学
史
資
料
室
に
直
接
問
い
合
わ
せ
た
結
果
で
は
な
い
の
で
、
あ
く
ま
で
も
制

度
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

（
17
）
も
っ
と
も
、
こ
の
基
準
は
き
わ
め
て
簡
略
な
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
は
さ
ら
に
実
務
的
な
基
準
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

（
18
）「
名
古
屋
市
立
大
学
お
よ
び
前
身
学
校
関
係
史
料
」に
つ
い
て
は
、『
名
古
屋
市
立
大
学
七
〇
年
史
』（
名
古
屋
市
立
大
学
、二
〇
二
一
年
）所
収（
五
〇
七
頁
）

の
、
吉
田
一
彦
「
大
学
史
の
重
要
資
料
」
を
参
照
。
な
お
、
こ
の
資
料
群
を
ど
の
よ
う
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
取
り
扱
う
か
は
難
し
い
部
分
も
あ
る
。
そ
の

来
歴
か
ら
す
れ
ば
、
厳
密
に
は
現
用
文
書
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
一
方
で
名
古
屋
市
情
報
公
開
条
例
は
一
九
八
五
年
度
以
前
に
作
成
・
取
得
さ

れ
た
行
政
文
書
は
適
用
外
と
し
て
お
り
（
附
則
二
項
）、
こ
の
資
料
群
の
多
く
は
情
報
開
示
請
求
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
を
盾
に

名
市
大
内
部
で
し
か
利
用
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
望
ま
し
な
く
、
個
人
に
関
す
る
情
報
に
は
留
意
し
つ
つ
も
、
歴
史
資
料
と
し
て
広
く
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
ほ
っ
た
・
し
ん
い
ち
ろ
う　

大
学
文
書
資
料
室
）


